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梢
、
瞳
な
ど
も
使
え
ま
す

　
　
人
名
用
漢
字
2
8
字
を
追
加

　
こ
の
ほ
ど
、
人
名
用
漢
字
（
子
の
名

に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
漢
字
）
が

つ
ぎ
の
と
お
り
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
名
付
け
の
際
に
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

追
加
さ
れ
た
人
名
用
漢
字

　
佑
、
允
、
冴
、
喬
、
怜
、
悠
、
旭
、

杳
、
梓
、
梢
、
梨
、
沙
、
渚
、
瑠
、

瞳
、
紗
、
絋
、
絢
、
翠
、
耶
、
芙
、

茜
、
葵
、
藍
、
那
、
阿
、
隼
、
鮎
。

中
学
校
卒
業
認
定
試
験

を
実
施
し
ま
す

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

一
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の
中

学
校
卒
業
認
定
試
験
を
つ
ぎ
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

市
教
育
委
員
会
魯
七
ー
三
二
一
番

へ
。

　
受
験
資
格
…
昭
和
五
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
満
十
五
歳
以
上
に

な
る
者
で
、
義
務
教
育
の
猶
予
ま
た

は
免
除
を
受
け
た
者
。
あ
る
い
は
、

旧
尋
常
小
学
校
ま
た
は
旧
国
民
学
校

の
就
学
義
務
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受

け
た
者
。

　
願
書
の
受
付
期
間
…
九
月
十
六
日

ま
で
。

灘
灘
灘
灘
覆
難
雛
欝
，

5
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
　
曾
2
の
2
9
5
7
番
…

12

日
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
　
　
　
　
曾
2
の
3
2
7
6
番
…

15

日
十
日
町
病
院
（
高
男
二
南
）
…

（
敬
老
の
日
）

　
　
　
　
　
　
曾
7
の
5
5
6
6
番
…

’
1
9
日
　
池
田
医
院
（
奢
些
）

　
　
　
　
　
　
曾
2
の
2
5
8
1
番
…

…
2
3
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
v

…
（
秋
分
の
日
）
　
窒
の
2
1
7
4
番
…

…
2
6
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
　
魯
2
の
3
2
6
9
番
㎜

　　懸鐵

献血車日程
弓8日㊧午前10時～午後3時
，茂織物㈱（本町6丁目）

弓9日㊥午前10時～午後3時
織物㈱（新座）

弓13日⑭午前10時～午後3時
一沢織物㈱昭和町工場（昭和町1）

職
黙
職

　
織
　
　
物
3
織

8
茂
9
織
－
沢

鯛
根
明
睦
明
吉

き
ろ
き
ろ
き
ろ

　
こ
　
　
　
こ
　
　
　
こ

と
と
　
と
と
　
と
と

明日といわず今献血しましょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　繊　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　灘　　　　　　　糠　　　　灘　　籔……鰹

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
　
　
児

日
回
　
　
　
炎

ふ
▲
丁
　
　
　
　
　
妻
口

9
月
4
日

　
（
土
）

午
前
9
時

　
～
1
0
時

吉
　
　
田

出
張
所

生
　
　
後

12

ヵ
月

ま
で
の
者

吉
田
地
区

身
　
体
　
測
　
定

保
育
に
つ
い
て
の

相
談

9
月
7
日

　
（
火
）

午
後

1
時
半

　
～

2
時
半

下
　
　
条

出
張
所

下
条
地
区

9
月
8
日

　
（
水
）

水
　
　
沢

出
張
所

水
沢
地
区

9
月
9
日

　
（
木
）

中
　
　
条

公
民
館

中
条
地
区

9
月
1
0
日

　
（
金
）

十
日
町

公
民
館

51

年
9
月
1

日
～
H
月
3
0

日
ま
で
に
生

れ
た
者

十
日
町
、
新

座
、
大
井
田
、

川
治
、
六
箇

地
区

4
カ
月
児

検
診
並
び
に

育
児
学
級

9
月
14
日

　
（
火
）

午
後
1
時

　
～
2
時

十
日
町

公
民
館

51

年
5
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

3
歳
児

検
　
　
診

9
月
1
7
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時
半

十
日
町

公
民
館

48

年
3
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

3
歳
児
、
6
カ
月
児
を
対

象
、
個
人
通
知
が
な
く

と
も
該
当
月
の
方
は
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　
し
V
　
　
　
　
　
』
－
『
～

　
　
　
／
し
》

　
　
　
　
　
’
－

結
核
を

よ
く
知
る

た
め
に

結核検診はすすんで受けましょう。

早期発見、早期治療で結核をなくし

ましょう。

市
内
の
結
核
患
者
数
　
　
5
0
年
に
届
出
さ
れ
た
数

　　　　難

　　簿
　轟難．　驚

人
鞭

　
　
　
搬

轍
鐵

鵬
懇

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　　□11号□

　
　
3

　
　
夢灘

　
　
お

　
　
』
』
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こ
と
し
も
、
十
月
一
日
か
ら
年
末

ま
で
の
三
ヵ
月
間
、
民
間
の
自
主
的

運
動
と
し
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
体
の
不
自
由
の
人
や

独
り
暮
ら
し
の
老
人
な
ど
恵
ま
れ
な

い
人
達
に
お
も
い
や
り
を
お
届
け
す

る
“
た
す
け
あ
い
”
の
心
で
す
。

　
経
済
不
況
下
の
折
、
恐
縮
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
長
い
病
床
生
活
者
、
ね

た
き
り
老
人
、
重
度
心
身
障
害
者
等

に
愛
情
あ
る
応
分
寄
付
を
い
た
だ
き

町
内
の
敬
老
会
に
出
席
し
た
老
人

達
は
「
長
生
き
は
す
る
も
ん
だ
ね
」

と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

た
く
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
昨
年
は
目
標
額
を

上
回
る
五
百
二
十
八
万
五
千
円
余
り

の
善
意
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
別
表
の
と
お
り
役
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
紙
上
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
度
募
金
の

　
使
い
み
ち

　
■
被
（
要
）
保
護
世
帯
、
長
期
入

院
患
者
、
施
設
入
所
者
等
の
歳
末
慰

　
　
内
に
願
上
、
し
り
十

　
　
町
　
内
の
以
て
く
踊
￥

　
　
、
　
町
願
歳
つ
づ
と
は

　
　
日
　
　
、
祈
70
と
心
歌
日
。

会　
　
1
5
　
が
寿
も
に
、
る
同
た

　
　
月
　
会
長
れ
人
は
よ
。
し

老　
　
9
　
員
と
ず
老
で
に
た
ま

　
　
る
　
委
め
い
い
場
志
し
れ

敬　
　
去
　
議
た
は
な
会
有
で
か

　
　
、
。
評
う
者
少
。
や
び
開

で
鍵
鵬
謬
羅

区　
　
町
き
委
ん
す
く
の
婦
達
体

　
　
目
開
行
し
で
歩
事
、
人
民

地　
　
丁
で
実
楽
の
出
行
た
老
市

　
　
7
館
区
を
も
く
い
ま
、
も

座
胡
蝦
馳
旧
耽
ゆ
糺
礼
儲
訟

新
函
糎
鵬
筋
衛
昧
知
盤
摘
磁

　
　
地
を
催
人
め
1
0
老
力
さ
区

　
　
座
会
の
老
込
人
敬
理
露
地

　
　
新
老
こ
む
を
老
の
料
披
町

　
　
　
敬
　
住
い
の
こ
の
も
日

問
等
へ
…
百
四
十
三
万
五
千
円
。

　
■
へ
き
地
保
育
所
へ
…
八
十
五
万

五
千
百
五
十
九
円
。

　
■
児
童
遊
園
地
、
季
節
保
育
所
へ

…
九
十
三
万
九
千
六
十
円
。

　
■
県
内
民
間
福
祉
施
設
へ
…
．
八
十

二
万
円
　
■
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
…
三
十

三
万
六
千
九
百
円
　
■
敬
老
事
業
へ

…
三
十
二
万
三
百
五
十
円
　
■
身
体

障
害
者
福
祉
事
業
…
十
六
万
円
　
■

身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
へ
・
．
．

三
十
六
万
九
千
円
。

　
■
母
子
福
祉
へ
…
五
万
円
。

な
つ
メ
・
歌
謡
繭

　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
ヘ
ど
う
ぞ

　
共
同
募
金
会
で
は
「
な
つ
メ
ロ
歌

謡
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
」
を
開
催
し

ま
す
。
現
在
、
つ
ぎ
の
と
こ
ろ
で
入

艀
旋
罐
齢
ひ
霧
解
『
黛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

い
ま
す
。

　
日
時
　
十
月
一
日
（
金
）
午
後
六
時

　
　
　
　
半
～
九
時

　
場
所
　
市
民
体
育
館
　
　
　
　
　
。

　
出
演
者
　
な
つ
メ
ロ
愛
好
会

　
入
場
料
金
　
三
百
円

　
入
場
券
発
売
場
所

　
㈱
都
屋
時
計
店
（
本
町
四
）
㈱
ダ
イ

セ
商
店
（
本
町
三
）
月
見
屋
（
本
町
三
）

繍
縷麟』

月
額
五
千
円
に

　
在
宅
の
重
度
障
害
者
に
対
し
て
昨

年
十
月
、
福
祉
手
当
給
付
制
度
が
発

足
し
ま
し
た
が
、
本
年
十
月
よ
り
こ

の
手
当
が
月
額
五
千
円
に
増
額
さ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
障
害
程
度
が
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
で
認
定
請
求
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
つ
ぎ
に
よ
り
市
福
祉
事

務
所
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
支
給
要
件

①
精
神
及
び
身
体
に
重
度
の
障
害
を

有
し
、
日
常
生
活
（
食
事
、
洗
面
、

ト
イ
レ
の
処
置
等
）
に
人
の
手
を
借

り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
の
方
。

②
他
の
制
度
に
よ
る
障
害
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
福
祉
手
当
の

併
給
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
障
害

福
祉
年
金
の
受
給
者
は
併
給
さ
れ
ま

す
。

　
請
求
手
続
き

　
認
定
請
求
書
、
所
得
状
況
届
、
．
診

断
書
の
交
付
を
受
け
、
所
要
事
項
を

記
載
し
、
戸
籍
謄
本
、
ま
た
は
抄
本

を
添
付
し
て
市
福
祉
事
務
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
市
社
会
福
祉

事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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教
育
委
員
に
小
林
・
石
坂
氏

　
去
る
九
月
十
七
日
開
か
れ
た
市
議

会
第
三
回
定
例
会
で
、
小
林
由
弘
・

石
坂
正
隆
の
両
氏
を
教
育
委
員
会
委

員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
月
岡
健
二
氏
（
教
育

委
員
・
教
育
長
）
小
海
隆
三
郎
氏
（
教

育
委
員
・
教
育
委
員
長
）
が
九
月
三

十
日
任
期
満
了
に
伴
い
選
任
さ
れ
た

も
の
。罎

u，，II一

小林由弘氏

　下条水口

略
歴

小
林
由
弘
氏
（
執
柾
珊
畔
レ
胴
）

　
昭
和
九
年
新
潟
師
範
学
校
本
科
卒

業
、
昭
和
十
四
年
新
潟
師
範
学
校
専

攻
科
卒
業
後
十
日
町
国
民
学
校
訓
導
、

中
条
村
立
大
井
田
小
学
校
長
、
新
大

附
属
長
岡
小
学
校
教
頭
、
市
立
川
治

小
学
校
長
、
中
条
中
学
校
長
、
千
手

小
学
校
長
、
十
日
町
中
学
校
長
を
経

て
四
十
九
年
三
月
退
職
、
五
月
市
公

民
館
長
嘱
託
と
し
て
現
在
に
至
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
可
決

　
市
議
会
第
三
回
定
例

会
は
、
去
る
十
七
日
か

ら
開
か
れ
、
昭
和
五
十

ザ
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

二
十
七
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
可

決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、
総
額
八
千

四
百
八
十
四
万
六
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
四
十
七
億
三

千
三
百
八
十
八
万
九
千
円
と
す
る
一

般
会
計
補
正
予
算
や
、
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
、
市
道
の
認
定
、
魚
沼

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
組
合
規
約
の
変

更
、
市
・
町
の
境
界
変
更
な
ど
で
す
。

ま
た
、
今
月
末
で
任
期
満
了
の
教
育

委
員
月
岡
健
二
（
教
育
長
）
、
小
海
隆
三

郎
（
教
育
委
員
長
）
両
氏
の
後
任
に
小

林
由
弘
（
公
民
館
長
）
、
石
坂
正
隆
（
元

議
長
）
の
両
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。
な
お
、
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
に
小
林
賢
秀
、
武
田
文

雄
、
小
川
彦
一
郎
の
三
氏
を
推
せ
ん

す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

石坂正隆氏
昭和町3丁目

石
坂
正
隆
氏
（
糊
胎
咽
叶
キ
麻
）

　
大
正
十
五
年
県
立
長
岡
工
業
高
校

卒
業
後
、
昭
和
十
四
年
十
日
町
織
物

工
業
組
合
勤
務
、
昭
和
二
十
二
年
織

物
工
業
協
同
組
合
常
務
理
事
、
同
専

務
理
事
、
同
副
理
事
長
を
経
て
昭
和

五
十
年
同
組
合
顧
問
、
現
在
に
至
る
。

な
お
、
こ
の
間
昭
和
三
十
年
四
月
か

ら
昭
和
五
十
年
四
月
ま
で
二
十
年
間

市
議
会
議
員
（
議
長
二
年
五
ヵ
月
、

副
議
長
二
年
）
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。建

築
相
談
所
な
ど

開
設

　
市
及
び
十
日
町
土
木
事
務
所
は
、

十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
違

反
建
築
防
止
週
間
に
ち
な
み
、
つ
ぎ

の
と
お
り
建
築
相
談
所
の
開
設
や
違

反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
行

い
ま
す
◎

　
建
築
相
談
所
を
開
設

　
と
き
　
十
月
十
二
日
（
火
）

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
　
十
日
町
土
木
事
務
所

　
（
十
日
町
総
合
庁
舎
内
）

　
建
築
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
十
月
十
五
日
実
施
し
ま
す

　
建
築
す
る
時
は
、
建
築
確
認
を
受

け
て
か
ら
工
事
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
等
を
建
築
す
る
際
は
、
市
役

所
建
設
課
へ
建
築
確
認
の
申
請
し
、

建
築
主
事
の
確
認
を
受
け
て
か
ら
、

工
事
に
着
手
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
確
認
を
受
け
な
い
で
着
工
す

る
と
違
反
建
築
と
な
り
、
建
築
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て

是
正
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

建
築
確
認
申
請
の
手
続
き

　
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き
は
、
つ

ぎ
の
書
類
を
添
付
し
、
市
役
所
建
設

課
を
経
由
し
、
土
木
事
務
所
建
築
主

事
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
■
建
築
確
認
申
請
書
㊦
一
通
■

建
築
確
認
通
知
書
⑳
三
通
■
建
築
計

画
概
要
書
一
通
■
建
築
士
の
設
計
し

た
図
面
■
そ
の
他
建
築
主
事
が
請
求

し
た
書
類
■
手
数
料
五
百
円
以
上
面

積
に
よ
り
算
定
■
建
築
工
事
届
一
通
。

　
な
お
、
工
事
が
完
了
し
た
ら
、
完

了
し
た
日
か
ら
四
日
以
内
に
市
役
所

建
設
課
へ
工
事
完
了
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
に
お
い
で

く
だ
さ
い

　
十
月
十
七
日
か
ら
十
月
二
士
、
百

の
一
週
間
は
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
市
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
出
張
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
国
や
県
、

市
な
ど
に
対
す
る
苦
情
、
意
見
、
要

望
な
ど
な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
相
談
日
程

　
十
月
十
九
日
（
火
）
中
条
公
民
館

　
十
月
二
十
二
日
（
金
）
水
沢
出
張
所

　
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま

で
。

　
十
月
二
十
一
日
（
木
）
市
役
所
市

民
相
談
室
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
。

　
相
談
員

　
行
政
相
談
委
員
　
　
渡
辺
　
福
栄

鎌
鎌
灘
撚
謙
灘
灘

．
九
月

　
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
栄
養
を
と
ろ
う

　
食
べ
も
の
に
好
き
き
ら
い
が
あ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
の
栄
養
欠
陥
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犬
の
登
録
と
注
射
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
一
年
度
の
未
登
録
犬
の

登
録
と
二
回
目
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
犬

の
所
有
者
は
申
込
書
（
嘱
託
員
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
）
に
記
入
し
、
代
金

（
注
射
だ
け
の
場
合
七
百
九
十
円
、
登

録
と
注
射
両
方
の
場
合
千
九
十
円
）

と
印
鑑
を
持
参
の
上
最
寄
り
の
会
場

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
の

配
布
も
れ
の
方
は
、
市
役
所
環
境
課

ま
た
は
各
出
張
所
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

　
犬
を
飼
う
場
合
は
、
年
一
回
の
登

録
と
年
二
回
の
注
射
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是

非
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場

犬
の
登
録
・
注
射
日
程
表

月
日

地
区

時
　
　
間

場
　
所

－o

月
4
日

百
》

＋
日
町

川
　
　
治

午
前
9
時
～
U
時
半

保
　
健
　
所

年
後
－
時
1
0
分
～
3
時
半

中
　
　
条

午
前
9
時
～
1
0
時
半

中
条
公
民
館

午
前
1
0
時
4
5
分
～
11
時
20
分

新
水
診
療
所

下
　
　
条

午
後
－
時
半
～
2
時
4
0
分

下
条
出
張
所

午
後
3
時
～
3
時
半

東
下
組
小
学
校

－o

月
5
日

へ
火
）

＋
日
町
川
治

新
座
夫
井
田

午
前
9
時
～
1
1
時
半

市
民
体
育
館

午
後
－
時
20
分
～
3
時
半

水
　
　
沢

午
前
9
時
～
10
時

馬
場
飼
育
所

午
前
1
0
時
拒
分
～
11
時
半

水
沢
出
張
所

午
後
－
時
半
～
2
時

野
中
小
学
校

＋
日
町
山
地

覆
2
時
4
0
分
～
3
時
10
分

大
池
小
学
校

10
月

6
日

（
水
）

吉
　
　
田

午
前
9
時
～
1
0
時

吉
田
出
張
所

午
前
10
時
10
分
～
1
0
時
20
分

名
ケ
山
小
学
校

午
前
m
時
半
～
H
時
半

真
田
小
学
校

八
　
　
箇

午
後
－
時
半
～
2
時

八
箇
小
学
校

六
　
　
箇

へ
覆
2
時
20
分
～
2
時
50
分

六
箇
小
学
校

　　中条小で秋季大運動会
　中条小学校では、去る9月15日、同校グラウンド

で、秋季大運動会を開きました。当日は、すみさっ

た秋晴れの中、全学年の児童と父兄達の応援合戦が

繰り広げられ終日を楽しみました。種目も応援合戦、

幼児レース、ダンス、大玉送り、紅臼対抗リレーな

ど全員が楽しめる競技種目のほか、「走ることを通し

て児童の体力を増進させよう」と全学年の持久走が

多くとり入れられていました。

に
連
れ
て
く
る
際
は
、
丈
夫
な
綱
等

を
つ
け
て
制
御
で
き
る
人
が
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

犬
を
飼
う
場
合
の
注
意
事
項

　
◇
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
。

◇
不
要
に
な
っ
た
犬
は
保
健
所
（
費

七
－
二
四
〇
〇
番
）
の
指
示
に
従
っ

て
処
分
す
る
。
◇
ひ
き
運
動
は
丈
夫

な
綱
を
つ
け
て
制
御
で
き
る
人
に
よ

っ
て
行
う
。
◇
犬
の
便
は
他
人
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
場
所
に
埋
め
る
か
持

ち
帰
る
。
◇
犬
を
玄
関
先
に
つ
な
い

で
お
く
場
合
は
来
訪
者
に
危
険
の
な

い
よ
う
に
す
る
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
受

験
準
備
講
習
会
を
実
施

　
昭
和
五
十
一
年
度
第
二
回
乙
種
第

四
類
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
講
習
会
開
催
日
の
七

日
前
ま
で
に
南
魚
沼
広
域
消
防
本
部

内
南
魚
沼
地
区
支
会
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
十
月
二
十
日
～
二
十
一
日

　
会
場
　
南
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校

　
予
定
人
員
百
人

　
受
講
料
　
会
員
千
五
百
円
、
非
会

員
三
千
円

　
そ
の
他
会
員
が
申
し
込
む
場
合

は
、
所
属
地
区
支
会
長
か
ら
会
員
で

あ
る
旨
の
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
地
域

消
防
署
予
防
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
老
人
医
療
支
給
制
度
の
改

　
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
老
人
医
療
費
支
給
制
度
の
対
象
者

で
社
会
保
険
加
入
者
が
病
院
に
か
か

る
時
、
い
ま
ま
で
で
す
と
「
老
人
医

療
費
請
求
書
」
を
病
院
の
窓
口
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が

本
年
十
月
一
日
よ
り
、
こ
の
請
求
用

紙
が
い
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
十
月
一
日
か
ら
は
、
　
「
老
人
医
療

費
受
給
者
証
」
と
「
保
険
証
」
を
病

院
の
窓
口
に
提
示
し
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
初
診
時

だ
け
で
な
く
、
受
診
す
る
都
度
必
ず

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
保
健
所
か
ら
お
知
ら
せ

　
　
「
保
健
所
か
ら
の
照
会
だ
」
と
偽

り
、
各
家
庭
の
セ
ッ
ク
ス
状
況
な
ど

を
電
話
で
照
会
す
る
者
が
あ
り
、
苦

情
が
保
健
所
に
き
て
お
り
ま
す
。
保

健
所
で
は
、
こ
う
し
た
調
査
は
や
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
よ
う
な

電
話
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
健
所
で
種
々
の
調
査
を

す
る
場
合
は
、
市
役
所
を
通
じ
、
文

書
で
照
会
す
る
と
か
、
身
分
証
明
書

を
持
参
し
た
所
員
が
面
接
で
行
う
な

ど
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
十
月
四
日
…
午
前
九
時
～
正
午

ま
で
、
本
町
六
の
一
部
、
上
川
町
の

一
部
▽
十
月
五
日
…
午
前
八
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
四
日
町
新
田
一
、
四

日
町
新
田
二
の
一
部
、
四
日
町
新
田

三
の
一
部
、
四
日
町
新
田
四
▽
十
月

十
四
日
…
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
、

仙
之
山
、
平
、
漉
野
、
二
子
、
願
入
、

塩
野
▽
十
月
二
十
二
日
…
午
前
八
時

～
午
後
一
時
ま
で
、
大
黒
沢
、
小
黒

沢
、
伊
達
、
新
宮
、
土
市
、
細
尾
、

天
池
、
池
之
尻
、
漆
島
▽
十
月
二
十

六
日
…
午
前
九
時
半
～
午
後
一
時
半

ま
で
、
市
之
沢
、
中
在
家
、
荒
屋
、

当
間
、
南
雲
、
大
石
、
馬
場
の
一
部
。
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教
育
委
員
に
小
林
・
石
坂
氏

　
去
る
九
月
十
七
日
開
か
れ
た
市
議

会
第
三
回
定
例
会
で
、
小
林
由
弘
・

石
坂
正
隆
の
両
氏
を
教
育
委
員
会
委

員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
月
岡
健
二
氏
（
教
育

委
員
・
教
育
長
）
小
海
隆
三
郎
氏
（
教

育
委
員
・
教
育
委
員
長
）
が
九
月
三

十
日
任
期
満
了
に
伴
い
選
任
さ
れ
た

も
の
。罎

u，，II一

小林由弘氏

　下条水口

略
歴

小
林
由
弘
氏
（
執
柾
珊
畔
レ
胴
）

　
昭
和
九
年
新
潟
師
範
学
校
本
科
卒

業
、
昭
和
十
四
年
新
潟
師
範
学
校
専

攻
科
卒
業
後
十
日
町
国
民
学
校
訓
導
、

中
条
村
立
大
井
田
小
学
校
長
、
新
大

附
属
長
岡
小
学
校
教
頭
、
市
立
川
治

小
学
校
長
、
中
条
中
学
校
長
、
千
手

小
学
校
長
、
十
日
町
中
学
校
長
を
経

て
四
十
九
年
三
月
退
職
、
五
月
市
公

民
館
長
嘱
託
と
し
て
現
在
に
至
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
可
決

　
市
議
会
第
三
回
定
例

会
は
、
去
る
十
七
日
か

ら
開
か
れ
、
昭
和
五
十

ザ
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

二
十
七
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
可

決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、
総
額
八
千

四
百
八
十
四
万
六
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
四
十
七
億
三

千
三
百
八
十
八
万
九
千
円
と
す
る
一

般
会
計
補
正
予
算
や
、
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
、
市
道
の
認
定
、
魚
沼

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
組
合
規
約
の
変

更
、
市
・
町
の
境
界
変
更
な
ど
で
す
。

ま
た
、
今
月
末
で
任
期
満
了
の
教
育

委
員
月
岡
健
二
（
教
育
長
）
、
小
海
隆
三

郎
（
教
育
委
員
長
）
両
氏
の
後
任
に
小

林
由
弘
（
公
民
館
長
）
、
石
坂
正
隆
（
元

議
長
）
の
両
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。
な
お
、
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
に
小
林
賢
秀
、
武
田
文

雄
、
小
川
彦
一
郎
の
三
氏
を
推
せ
ん

す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

石坂正隆氏
昭和町3丁目

石
坂
正
隆
氏
（
糊
胎
咽
叶
キ
麻
）

　
大
正
十
五
年
県
立
長
岡
工
業
高
校

卒
業
後
、
昭
和
十
四
年
十
日
町
織
物

工
業
組
合
勤
務
、
昭
和
二
十
二
年
織

物
工
業
協
同
組
合
常
務
理
事
、
同
専

務
理
事
、
同
副
理
事
長
を
経
て
昭
和

五
十
年
同
組
合
顧
問
、
現
在
に
至
る
。

な
お
、
こ
の
間
昭
和
三
十
年
四
月
か

ら
昭
和
五
十
年
四
月
ま
で
二
十
年
間

市
議
会
議
員
（
議
長
二
年
五
ヵ
月
、

副
議
長
二
年
）
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。建

築
相
談
所
な
ど

開
設

　
市
及
び
十
日
町
土
木
事
務
所
は
、

十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
違

反
建
築
防
止
週
間
に
ち
な
み
、
つ
ぎ

の
と
お
り
建
築
相
談
所
の
開
設
や
違

反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
行

い
ま
す
◎

　
建
築
相
談
所
を
開
設

　
と
き
　
十
月
十
二
日
（
火
）

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
　
十
日
町
土
木
事
務
所

　
（
十
日
町
総
合
庁
舎
内
）

　
建
築
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
十
月
十
五
日
実
施
し
ま
す

　
建
築
す
る
時
は
、
建
築
確
認
を
受

け
て
か
ら
工
事
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
等
を
建
築
す
る
際
は
、
市
役

所
建
設
課
へ
建
築
確
認
の
申
請
し
、

建
築
主
事
の
確
認
を
受
け
て
か
ら
、

工
事
に
着
手
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
確
認
を
受
け
な
い
で
着
工
す

る
と
違
反
建
築
と
な
り
、
建
築
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て

是
正
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

建
築
確
認
申
請
の
手
続
き

　
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き
は
、
つ

ぎ
の
書
類
を
添
付
し
、
市
役
所
建
設

課
を
経
由
し
、
土
木
事
務
所
建
築
主

事
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
■
建
築
確
認
申
請
書
㊦
一
通
■

建
築
確
認
通
知
書
⑳
三
通
■
建
築
計

画
概
要
書
一
通
■
建
築
士
の
設
計
し

た
図
面
■
そ
の
他
建
築
主
事
が
請
求

し
た
書
類
■
手
数
料
五
百
円
以
上
面

積
に
よ
り
算
定
■
建
築
工
事
届
一
通
。

　
な
お
、
工
事
が
完
了
し
た
ら
、
完

了
し
た
日
か
ら
四
日
以
内
に
市
役
所

建
設
課
へ
工
事
完
了
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
に
お
い
で

く
だ
さ
い

　
十
月
十
七
日
か
ら
十
月
二
士
、
百

の
一
週
間
は
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
市
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
出
張
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
国
や
県
、

市
な
ど
に
対
す
る
苦
情
、
意
見
、
要

望
な
ど
な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
相
談
日
程

　
十
月
十
九
日
（
火
）
中
条
公
民
館

　
十
月
二
十
二
日
（
金
）
水
沢
出
張
所

　
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま

で
。

　
十
月
二
十
一
日
（
木
）
市
役
所
市

民
相
談
室
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
。

　
相
談
員

　
行
政
相
談
委
員
　
　
渡
辺
　
福
栄

鎌
鎌
灘
撚
謙
灘
灘

．
九
月

　
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
栄
養
を
と
ろ
う

　
食
べ
も
の
に
好
き
き
ら
い
が
あ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
の
栄
養
欠
陥

轟
鷺
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犬
の
登
録
と
注
射
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
一
年
度
の
未
登
録
犬
の

登
録
と
二
回
目
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
犬

の
所
有
者
は
申
込
書
（
嘱
託
員
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
）
に
記
入
し
、
代
金

（
注
射
だ
け
の
場
合
七
百
九
十
円
、
登

録
と
注
射
両
方
の
場
合
千
九
十
円
）

と
印
鑑
を
持
参
の
上
最
寄
り
の
会
場

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
の

配
布
も
れ
の
方
は
、
市
役
所
環
境
課

ま
た
は
各
出
張
所
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

　
犬
を
飼
う
場
合
は
、
年
一
回
の
登

録
と
年
二
回
の
注
射
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是

非
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場

犬
の
登
録
・
注
射
日
程
表

月
日

地
区

時
　
　
間

場
　
所

－o

月
4
日

百
》

＋
日
町

川
　
　
治

午
前
9
時
～
U
時
半

保
　
健
　
所

年
後
－
時
1
0
分
～
3
時
半

中
　
　
条

午
前
9
時
～
1
0
時
半

中
条
公
民
館

午
前
1
0
時
4
5
分
～
11
時
20
分

新
水
診
療
所

下
　
　
条

午
後
－
時
半
～
2
時
4
0
分

下
条
出
張
所

午
後
3
時
～
3
時
半

東
下
組
小
学
校

－o

月
5
日

へ
火
）

＋
日
町
川
治

新
座
夫
井
田

午
前
9
時
～
1
1
時
半

市
民
体
育
館

午
後
－
時
20
分
～
3
時
半

水
　
　
沢

午
前
9
時
～
10
時

馬
場
飼
育
所

午
前
1
0
時
拒
分
～
11
時
半

水
沢
出
張
所

午
後
－
時
半
～
2
時

野
中
小
学
校

＋
日
町
山
地

覆
2
時
4
0
分
～
3
時
10
分

大
池
小
学
校

10
月

6
日

（
水
）

吉
　
　
田

午
前
9
時
～
1
0
時

吉
田
出
張
所

午
前
10
時
10
分
～
1
0
時
20
分

名
ケ
山
小
学
校

午
前
m
時
半
～
H
時
半

真
田
小
学
校

八
　
　
箇

午
後
－
時
半
～
2
時

八
箇
小
学
校

六
　
　
箇

へ
覆
2
時
20
分
～
2
時
50
分

六
箇
小
学
校

　　中条小で秋季大運動会
　中条小学校では、去る9月15日、同校グラウンド

で、秋季大運動会を開きました。当日は、すみさっ

た秋晴れの中、全学年の児童と父兄達の応援合戦が

繰り広げられ終日を楽しみました。種目も応援合戦、

幼児レース、ダンス、大玉送り、紅臼対抗リレーな

ど全員が楽しめる競技種目のほか、「走ることを通し

て児童の体力を増進させよう」と全学年の持久走が

多くとり入れられていました。

に
連
れ
て
く
る
際
は
、
丈
夫
な
綱
等

を
つ
け
て
制
御
で
き
る
人
が
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

犬
を
飼
う
場
合
の
注
意
事
項

　
◇
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
。

◇
不
要
に
な
っ
た
犬
は
保
健
所
（
費

七
－
二
四
〇
〇
番
）
の
指
示
に
従
っ

て
処
分
す
る
。
◇
ひ
き
運
動
は
丈
夫

な
綱
を
つ
け
て
制
御
で
き
る
人
に
よ

っ
て
行
う
。
◇
犬
の
便
は
他
人
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
場
所
に
埋
め
る
か
持

ち
帰
る
。
◇
犬
を
玄
関
先
に
つ
な
い

で
お
く
場
合
は
来
訪
者
に
危
険
の
な

い
よ
う
に
す
る
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
受

験
準
備
講
習
会
を
実
施

　
昭
和
五
十
一
年
度
第
二
回
乙
種
第

四
類
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
講
習
会
開
催
日
の
七

日
前
ま
で
に
南
魚
沼
広
域
消
防
本
部

内
南
魚
沼
地
区
支
会
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
十
月
二
十
日
～
二
十
一
日

　
会
場
　
南
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校

　
予
定
人
員
百
人

　
受
講
料
　
会
員
千
五
百
円
、
非
会

員
三
千
円

　
そ
の
他
会
員
が
申
し
込
む
場
合

は
、
所
属
地
区
支
会
長
か
ら
会
員
で

あ
る
旨
の
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
地
域

消
防
署
予
防
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
老
人
医
療
支
給
制
度
の
改

　
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
老
人
医
療
費
支
給
制
度
の
対
象
者

で
社
会
保
険
加
入
者
が
病
院
に
か
か

る
時
、
い
ま
ま
で
で
す
と
「
老
人
医

療
費
請
求
書
」
を
病
院
の
窓
口
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が

本
年
十
月
一
日
よ
り
、
こ
の
請
求
用

紙
が
い
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
十
月
一
日
か
ら
は
、
　
「
老
人
医
療

費
受
給
者
証
」
と
「
保
険
証
」
を
病

院
の
窓
口
に
提
示
し
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
初
診
時

だ
け
で
な
く
、
受
診
す
る
都
度
必
ず

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
保
健
所
か
ら
お
知
ら
せ

　
　
「
保
健
所
か
ら
の
照
会
だ
」
と
偽

り
、
各
家
庭
の
セ
ッ
ク
ス
状
況
な
ど

を
電
話
で
照
会
す
る
者
が
あ
り
、
苦

情
が
保
健
所
に
き
て
お
り
ま
す
。
保

健
所
で
は
、
こ
う
し
た
調
査
は
や
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
よ
う
な

電
話
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
健
所
で
種
々
の
調
査
を

す
る
場
合
は
、
市
役
所
を
通
じ
、
文

書
で
照
会
す
る
と
か
、
身
分
証
明
書

を
持
参
し
た
所
員
が
面
接
で
行
う
な

ど
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
十
月
四
日
…
午
前
九
時
～
正
午

ま
で
、
本
町
六
の
一
部
、
上
川
町
の

一
部
▽
十
月
五
日
…
午
前
八
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
四
日
町
新
田
一
、
四

日
町
新
田
二
の
一
部
、
四
日
町
新
田

三
の
一
部
、
四
日
町
新
田
四
▽
十
月

十
四
日
…
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
、

仙
之
山
、
平
、
漉
野
、
二
子
、
願
入
、

塩
野
▽
十
月
二
十
二
日
…
午
前
八
時

～
午
後
一
時
ま
で
、
大
黒
沢
、
小
黒

沢
、
伊
達
、
新
宮
、
土
市
、
細
尾
、

天
池
、
池
之
尻
、
漆
島
▽
十
月
二
十

六
日
…
午
前
九
時
半
～
午
後
一
時
半

ま
で
、
市
之
沢
、
中
在
家
、
荒
屋
、

当
間
、
南
雲
、
大
石
、
馬
場
の
一
部
。
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新
潟
県
勤
労
者
美
術
展

に
ご
応
募
を

搬
入
…
十
一
月
六
日
午
後
一
時
～
五

時
。会

期
…
十
一
月
十
八
日
～
二
十
一
日

会
場
…
新
潟
県
美
術
博
物
館
（
県
民

会
館
三
階
）

種
目
…
日
本
画
、
洋
画
、
彫
塑
、
工

芸
、
書
道
、
写
真
。

応
募
方
法
…
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、

十
月
一
日
か
ら
十
一
月
六
日
ま
で
の

間
に
、
最
寄
り
の
労
政
事
務
所
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
上
越

・
長
岡
労
政
事
務
所
か
長
岡
労
政
小

出
支
所
、
同
柏
崎
支
所
、
新
潟
労
政

新
発
田
支
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

海
上
保
安
大
学
校
学
生

募
集

　
受
付
期
間
　
九
月
二
十
八
日
か
ら

十
月
十
八
日
ま
で
。

　
採
用
予
定
数
　
大
学
校
学
生
…
約

四
十
名
、
学
校
学
生
（
灯
台
）
…
約

三
十
名
、
航
海
・
機
関
・
通
信
・
主

計
…
約
百
名
◎

　
受
験
資
格
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と

は
人
事
院
か
海
上
保
安
庁
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
◎

難
灘
灘
難
綴
藏
隷
灘

3
日
　
庭
野

10

日
　
中

（
体
育
の
日
）

11

日
　
大
島

17

日
24
日

釧
日

　
医
院
（
神
明
町
）

　
曾
2
の
2
7
1
1
番
…

　
曾
7
の
3
0
1
8
番
…

　
医
院
（
川
原
町
）

　
曾
2
の
2
9
5
7
番
…

条
病
院
（
北
原
）

十
日
町
病
院
（
高
雪
重
…

　
　
魯
7
の
5
5
6
6
番
…

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
魯
2
の
3
2
7
6
番
…

池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

　
　
曾
2
の
2
5
8
1
番
…

響
凌

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
　
　
児

日
目
　
　
　
火
火

ふ
盛
丁
　
　
　
　
　
二
2
口

10
月
1
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時
半

　
～
2
時
半

十
日
町

公
民
館

50
年
1
2
月
1
日

51
年
2
月
2
9
日

ま
で
に
生
れ
た

者

十
日
町
、
新
座
、

大
井
田
、
川
治
、

六
箇
地
区

身
体
測
定
、
保
育
に

つ
い
て
の
相
談

4
ヵ
月
児

検
診
並
び
に

育
児
学
級

10
月
1
4
日

　
（
木
）

午
後
1
時
～

　
1
時
半

十
日
町

公
民
館

51

年
6
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

3
歳
児

検
　
　
診

10

月
1
9
日

　
（
火
）

午
後
1
時
～

　
2
時
半

十
日
町

公
民
館

48

年
4
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

3
歳
6
ヵ
月
児
を
対
象

個
人
通
知
が
な
く
と
も
該

当
月
の
方
は
お
い
で
く
だ

さ
い

献血車日程

10月27日

午前10時～午後3時

きと

十日町砂利合資会社ところ

明日といわず今献血しましょう

市のがん死亡状況

現在のところ、がんの原因
はわかっておりませんが、

つぎのような日常の注意を

いたしましょう。

①たばこや酒ののみすぎを

　やめること

②ひどく塩からいものや、

　熱すぎるものをとらない

　こと

③少なくとも年に1回は、健

　康診断を受けること

④あやしいと思ったときは、

　すぐに医師に相談してみ

　ること

がんはどの年代に

多いか

50～
　　　69歳

　　29人

47％　、

20～49歳，

／ぐ翫

70歳以上（

　26人

＼42％

がん死亡者（男33人・女29人）のがん発生場所

　　調査結果（昭和50年）

　
人

女
9

　
2

肺1人

乳1人

胃8人
欝

食道1人

肺5人

胃12人

＼瓢
　　その他のがん

　　　　14人

　
人

男
3

＼膵臓4人

その他のがん

　　　　11人
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十
日
町
地
域
消
防
署
で
は
、
こ
と

し
も
十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
秋

季
火
災
予
防
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
火
災
の
発
生
防
止
と
市
民

一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
の
向
上
を

は
か
る
た
め
行
う
も
の
で
、
週
間
中

つ
ぎ
の
行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
は
、
特
に
消
火
器
の
使

い
方
指
導
や
防
火
対
象
物
、
危
険
施

設
等
の
立
入
検
査
を
重
点
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
■
防
火
広
報
と
防
火
宣
伝
。

　
■
火
の
用
心
懸
垂
幕
の
掲
揚
、
ポ

ス
タ
ー
、
立
看
板
掲
示
。

　
■
防
火
対
象
物
、
危
険
物
施
設
立

入
検
査
。
な
お
、
消
防
団
員
の
方
が

一
般
家
庭
の
火
の
元
検
査
に
伺
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
■
各
町
内
対
象
防
火
映
画
、
消
火

器
維
持
管
理
使
い
方
指
導
。
消
火
器

の
取
扱
い
指
導
は
町
内
単
位
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、

十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
係
曾
七

ー
一
五
五
五
番
へ
。

　
家
庭
で
も
、
職
場
で
も
火
の
元
点

検
に
心
が
け
、
恐
ろ
し
い
火
災
を
防

止
し
よ
う
。

火の用心習字入賞者を表彰
　予一日町市消防後援会（高木佐五郎会長）は、去る

10月19日、消防庁舎で火の用心習字入賞者の表彰
式を行いました。これは、同後援会が防火思想の
啓発のため、市内小中学校の児童生徒に火の用心

習字を募集し1こもので、133点の作品が集まり、42

点の金、銀、銅賞と佳作が選ばれました。

　金、銀賞受賞者はつぎのとおり。
金賞　富井美和、大熊由美子（以ヒ川治小）庭野和

明（十日町小）藤ノ木美枝子（十日町中）佐藤久子
（南中）

銀賞　梧沢俊明（川治小）山田秀樹（東小）福原真奈

美、矢口淳子（十日町小）樋口淳子（中条小）児玉清

美（吉田小）．と村寧子、庭野由記子（南中）田川昌代、

大熊貴子（十日町中）

日
ご
ろ
が
大
事

火
事
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

消
火
器
の
取
扱
い
を
お
ぼ
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
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